
 

 

 

 

 

◎令和元年 ＳＳＨ３期指定３年次《継続１３年》 ……日比谷高校が目指すＳＳＨ…… 

令和元年度、日比谷高校は、文部科学省よりＳＳＨスーパーサイエンスハイスクールに指定されて１３年目を

迎えています。平成１４年度に文部科学省により創設されたＳＳＨ事業（当初全国で２６校指定）は、その後、

成果を挙げていることを踏まえ、毎年指定校は増え続け、現在では全国で２００校を超えています。 

 

 

 

 

 

上記を踏まえ、今年も研究開発課題を『幅広い知見と豊かな国際感覚を有し、卓越した高度な理数探究能力を 

発揮して未来の技術革新に貢献できる知的プロフェッショナル人材の育成』を掲げて取組みます。 

さて、2018年 11月経団連は、『Society 5.0 ～と

もに想像する未来～』を発表しました。そこでは今、

世界には大きな社会改革につながる「技術的変化」

ＡＩやＩｏＴなどのデジタル技術やバイオテクノ

ロジーの革新、「経済・地政学的変化」世界経済の

中心がアジア（中国、インド、ＡＳＥＡＮ）に急シ

フト、少子高齢化や人口爆発などの人口動態の激

変、「マインドセットの変化」地球環境など世界規

模の問題深刻化によるＳＤＧｓ等への取組み重視

の波が押し寄せてきているとしています。こうし

た変化にはリスクだけでなく、機会も伴います。想

像力を働かせて未来を切り拓いていくことが求め

られます。そして、政府は平成３０年９月、ＳＳＨ支援事業の今後の方向性等に関する有識者会議の報告書を発表しま

した。その中で、平成 34 年度から実施される新学習指導要領における新教科「理数」における探究的科目「理

数探究基礎」「理数探究」において、ＳＳＨ事業での取組が当該科目の実践に向けた先導的役割を担い、取組の普

及や進化につながるものと期待できるとしています。このことにおいて、日比谷高校では、すでに昨年度より全

国に先駆けて次期学習指導要領の新科目「理数探究」を教育課程に位置付けて実施しており、その研究成果を文

部科学省及び全国ＳＳＨ校に報告しています。今後、予想出来ない急激な社会構造の変化に立ち向かうには、学

際的な視野と幅広い知見を持って、自ら課題を見つけ、主体的に時にはチームとして、その解明に数理、情報、

統計処理能力を発揮して、客観的、科学的、数学的に現象や動向を分析し解明していく力の育成が求められてい

ます。。本校ＳＳＨとしては、加速的に激変する Society5.0 社会に逞しくチャレンジして、社会課題の解決をリード出来る国際

人、知的プロフェッショナル人材の育成を目差します。本校のＳＳＨは、全校生徒が対象のＳＳＨです。文系・理系志望

という枠にとらわれず、あらゆる取組みに積極的にチャレンジして、未来の様々な分野の変革・改革に貢献出来

る、本校の武内 彰校長先生が掲げる「グローバルリーダー」に育ってもらうことを願っています。 
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◎「ＳＳＨ課題研究Ⅰ」成果レポート発表会の開催 

ＳＳＨの活動で、国が一番成果を挙げることを期待する取組みは「課題研究」です。生徒が、自ら主体的に課

題を発見し、それを解決していく力を育成する一年間かけた生徒の取組みです。３月２０日（水）、平成３０年度

の１年生全員が取組む「ＳＳＨ課題研究Ⅰ」の研究レポート成果発表会が行われました。研究成果を振り返り、

自己評価と相互評価を行い、今後にその体験を活かすための最後の取組みです。過去に、この授業で取組んだ生

徒の作品から、東京都ＳＳＨ指定校合同発表会で、口

頭発表したり、科学コンテストに応募し入賞した作品

も輩出しています。是非、その成果を外部に発信して

もらいたいと願っています。 

◎「ＳＳＨ課題研究説明会」の開催 

４月２３日、１年生全員参加の「ＳＳＨ課題研究説明会」を開催しました。全国ＳＳＨ指定校では、教育課程

に位置付けて「課題研究」を実施することが義務付けられています。文部科学

省の長年の追跡調査で、こうした「課題研究活動」に取り組んだ生徒達のその

後の大学、大学院、社

会での活躍が判明さ

れています。一層の

充実した取組みが今

後、求められます。 

◎ＳＳＨ生物 《生物臨海実習》 

今年度の生物臨海実習は、「生物の多様性」と「環境への適応」をテーマに、令和元年 5 月２日（木）に芝崎・

三ヶ下海岸において実施しました。午前中は、心地よい天気のもと、１年生と２年生の参加生徒 25 名が６班に

分かれて、磯の生物の観察・採集を行いました。午後は、事前に決めていた４つの分類群の担当グループに分か

れて、採集した生物の同定、観察から得られた各生物の生態などの情報を共有すると共に、それぞれの生物が環

境へどのように適応して生きているかを話し合いま

した。雨が降り始め、予定をつめたため十分な議論と

まとめができなかったのですが、実物をじっくり観察

することを通して、参加生徒は生物の多様性を実感で

きたようです。また、グループでの話し合いを通して、

環境への適応についての理解が深まったようでした。 

◎ＳＳＨ物理 第６０回東京都科学技術週間  《中学生＆保護者対象ＳＳＨ体験授業》 

毎年４月中旬は科学技術週間です。昭和 35 年政府により制定され、

今年も全国各地で様々なイベントが開催されましたが、日比谷高校で

も４月２０日、物理科主催の《保護者も参加する中学生対象体験授業》

を行いました。実際に、日比谷高校で行われている物理の生徒実験を

体験したり、３年生物理で学ぶ「光や電子の粒子性と波動性」にも触

れて、盛沢山の授業内容となりました。すでに、過去のこの体験授業

に中学生時に参加し、日比谷高校に入学、その後大学の理学部物理学

科に進学して、現在、物理を学んでいる卒業生も輩出しています。 


